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座談会

休校中の取り組みについて
令和 2 年は新型コロナウイルスの影響で，千葉県内の多くの高等学校が 3 月初旬から 5 月末ま

で休校となりました。令和 2 年 8 月に千葉県内の高等学校の先生方にお集まりいただき，休校中
の学校または数学科の取り組み等について座談会を行いました。なお，参加された先生方は A～G

で表記しました。

1 各学校の状況報告

【A】生徒には『マチコミ』1)を使って連絡を

していました。『マチコミ』は全生徒が登録

し，保護者については希望者が登録していま

す。それを通じて休校中は連絡をしました。

生徒とのやりとりについては電話で行いまし

た。4 月の後半には各学年 2 時間 30 分ずつ

時間をとり，生徒全員に電話で連絡し，健康

状態の確認や困っていることや質問等を聞き

ました。

課題については，ほとんどの生徒が提出し

てくれました。理解度については，その後テ

ストを行ったのですが，定着していなかった

ように感じます。定着しなかった理由は，対

面でできなかったので，わからない生徒は解

答を写して終わってしまったことが考えられ

ます。

【B】Aさんと同じで，最初は『マチコミ』で

連絡をとりました。課題については，毎週来

校してもらって提出させました。本校は自転

車通学が多いので，電車の混雑の時間にぶつ

かりにくく，毎週直接やりとりができていた

ので，その点は良かったです。

数学の課題では，予習が難しいと考え，1

年生の内容（特に方程式と判別式）を復習と

しました。課題には，計算をして終わりにす

るのはなく，文章等を自分で調べさせる穴埋

め形式のレポートを少し入れました。評価に

関しては，授業を行ったことにするには難し

いので，最初の授業で簡単に復習して，確認

テストを行い，その点数を平常点として評価

1) 学校・施設向けの無料のメール連絡網サービス

をしました。

反省点としては，QR コードなどで

YouTube 動画を紹介するなど，もっと動画

コンテンツを有効活用できればよかったのか

なという点です。

また，他の学校の取り組みとして，生徒に

IDとパスワードを配って，1回 15分程度の

動画を作成して，それを定期的に上げていた

という話も聞きました。他にも動画配信をし

ている学校の話は何校か聞いております。

【C】3年文系の生徒に対しては，問題集を自

力でやるのは非常に難しいと考え，電話で何

件か質問のやりとりを行っていました。課題

の出し方としては，4 月はWeb 上に提出方

法ややり方について公開し，5月には宅急便

で配送しました。やりとりに関しては，4月

の終わりからGoogle Classroomを使い始め

ました。その 4月の課題を出すことに先行し

て，学習の手引きということで，「今自宅で自

学自習できることは何か」とか，「自分の進

路を見つめ直す」とか，「自分の総合学習を

進める」とか，他には文部科学省などいろい

ろなところのサイトを紹介することもWeb

上で行いました。

数学に関しては，国の方で提供している訳

ではないのですが，N予備校の授業動画が無

料で視聴できていたので，生徒に紹介しまし

た。その他には，数研出版で青チャートの解

説動画が全部公開されていましたので「この

解説動画を観なさい」といった指示を出した

りしました。

【D】本校では，1・2年生はスタディサプリ

を導入しているので，問題集の範囲を指定し
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て課題を出しました。1年生には動画を視聴

させて，中学校の延長程度のレベルに関して

は予習もさせました。3年生については，予

習について，公式などポイントをまとめたプ

リントを配布して，教科書を写すという課題

を出しました。

また，4月から各担任にメールアドレスを

作ってもらって，生徒とのやりとりができる

ようになっていましたので，数学に関しては

課題の提出や質問等についてはメールでやる

という方法をとりました。

担任の取り組みとしては， 1日 1個問題を

メールで送りました。また，本来学校があれ

ば実施していたはずのテストの問題などにつ

いて，メールでやりとりできるものに関して

はメールで伝えました。

他には，生徒同士で何をやっているかと

か，こんなサイトがあるよとか，小テスト何

点だったよなど情報を共有するなどして，1

人で勉強することがないようにという指示を

出しておきました。

【E】連絡は『はなまる連絡帳』2)を使いまし

た。1 年生は各学級担任が電話連絡をして，

2・3 年生は Microsoft Forms を使って，健

康調査や過ごし方などのアンケートをとりま

した。

学習指導等については，5月の初めまで分

散勤務がずっと続いていたので，各教科で課

題の出し方の話し合いができませんでした。

実際に課題を郵送したのは 5月に入ってから

です。教科書の購入もできなかったので，ど

の教科の課題もプリントか副教材またはスタ

ディサプリのいずれかでした。スタディサプ

リで課題を配信する場合，動画を観た後に確

認テストを行うのですが，わからなくても選

択肢を選ぶことになるので，不正解だとして

も何度もやり直しができるため何回かやると

誰でも正解できてしまいます。休校明けの 7

2) メールなどを使っての一斉連絡システムで，主に
教育機関で利用されている

月に生徒アンケートをとった時，全くわかり

ませんでしたという回答が多かったです。4

月，5月に我々が見る画面では，すごく良い

取り組み状況に見えました。ログイン状況も

良かったのです。しかし，実際テストをやっ

てみたら平均点が１割くらいでした。こうい

うものを利用するのは，本校の生徒にとって

なかなか厳しいなと感じました。

【F】課題の指示については，保護者が加入し

ているメーリングリストを使いました。1年

生は，入学式の時に登録したと思います。保

護者用のメーリングリストと学校のWeb サ

イトに学年ごとに課題の PDF を掲載して，

それを見てやるように指示しました。更にレ

ターパックで副教材等を郵送しました。最初

にレターパックで送ろうとしましたが郵便局

でレターパック自体がなく，1週間程度発送

が遅れました。そして 5月に第 2便を送りま

した。これをあと 2回程度行いました。生徒

の取り組み状況の確認については全く行って

いない状況で，休校が明けたら教科によって

は「小テストをやるよ」とプレッシャーをか

けたりしました。

私が担当している数学は，文系の 2 年生

の数学 B と 3 年生の数学選択の 2 種類だけ

です。いずれも文系で真面目な生徒が多いの

でプリント等はきちんとやって提出してくれ

ました。しかし，答えは配っているので，答

えを写せば全員できるようなものなので，絶

対に全部は理解していないだろうなという

前提で，授業が始まってから一から全てやり

直しました。もちろんそのペースでは終わら

ないので，発展的なところは文系なので省略

して，教科書は全て終わらせようと生徒に話

はしています。例えば，数学 B は数列から

始まったのですがΣも数学的帰納法も全て

やる。でも発展的内容は省略する。しかし全

て省略するわけにはいかないので，内容を触

れて終わる。知識として触れて終わる。生徒

には気の毒な部分もあるのですが，その様な
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方法しかないのかなと思います。小テストを

行った先生もいたのですが，全く定着してい

ないということが改めてわかりました。同じ

部屋の 3年の理系を担当している先生の話で

すが，3年の理系では，複素数平面と 2次曲

線についてはすべてを自習をさせ，テストを

行って終わりにし，授業は極限から始めたと

いうことでした。やはり，理系とはいえ，あ

まり定着しておらず苦労しているという状況

です。

オンライン授業に関しては，本校では全く

やっていなかったと思います。私は情報の

授業も担当しているので，そちらのほうで

Webサイトを紹介し，例えば NHK教育 TV

のWeb サイトを見て感想を書きなさいとい

う課題を出しました。後は YouTubeの家庭

教師のトライはとてもわかりやすかったの

で，それを紹介しました。しかし結局観てい

るかどうかも確認できず，それを評価の対象

にはもちろんできず，紹介だけで終わってし

まいました。

【G】本校では，6 年前からスタディサプリ

を全員に導入しているのですが，動画を観て

予習をさせ，それをもとに確認テストに取り

組ませました。それ以上に毎日の生徒の生活

リズムの確認，声掛けに活用できたと思いま

す。アンケート機能を利用し，休校中に進路

希望調査や面談を行い，勉強時間，寝る時間，

運動する時間なども毎日報告させました。睡

眠時間が 3時間くらいの生徒もいて，担任か

ら丁寧な指導を行いました。電話での面談と

スタディサプリの併用で，生徒に関われたの

は良かったです。

数学科としての取り組みとして良かったと

思うのは，オンラインテストを行ったことで

す。スタディサプリのメール機能で時間を決

めてテスト問題を配信し，時間を決めて解か

せ，解き方なども書かせて，自己採点をさせ，

写真を撮って提出させました。その後，電話

で指導をしたり，添削をしたりしました。こ

のオンラインテストについては，数学，英語，

国語，社会の 4科目で 9時から英語，10時か

ら数学，11 時から国語，13 時から社会，と

いうように，毎日平日 4時間，4教科で行い，

生徒には毎日感想を書かせました。これは生

徒に好評で「オンラインでテストをやっても

らうことによって，テストに向けて勉強をす

るというモチベーションになってよかった」

などの感想がありました。

休校明けに各科目でテストを行ったとこ

ろ，生徒の理解度については，すごく差がつ

いたことがわかりました。100点満点のテス

トで，100 点近くとる生徒が何人もいるし，

10点程度の生徒もたくさんいました。2ヶ月

間で相当学力差がついたという実感がありま

す。スタディサプリの動画を使って，勉強を

進められる生徒は成果がどんどん上がるが，

それが難しい生徒もいます。今後，授業につ

いてこれなくなってしまった生徒へ補習など

の対応を考えなければならないと思います。

評価については，オンラインテストの結果

や休校明けの確認テストの結果を 1学期の評

価に組み込みました。数学科では，1学期の

授業内容を減らしませんでした。授業時間数

は本来の 4 割程度になってしまいましたが，

内容を精選して，あえてシラバス通りに授業

を進めました。テストも例年通りの内容で行

い，できる生徒は 80 点以上取れましたが，

10 点台の生徒もいるという状況でした。不

十分になってしまったところは，今後 2，3

学期に時間を見つけて対応していく方法しか

ないかなと思っています。

2 休校で生徒の学力差がついてし
まったことについて

【G】本校でも，毎日のアンケートを見ると，

毎日 10 時間くらい勉強している生徒もいれ

ば，家にいるはずなのに 1時間程度の勉強時

間の生徒もいました。もしまた休校があった

ときに，一人で勉強できない生徒に対して，
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どうすれば勉強してもらえるのかなというこ

とは，解決策が見い出せていません。そこが

不安に思うところです。

【C】やった生徒とやらない生徒の学力の差

を埋める必要はあるのでしょうか。差を埋

め，学力を平均化するために授業をやってい

るわけではないですよね。全員がやらなけれ

ばならないという目標を持つのは学校の悪い

癖だと思います。やっている生徒は，この休

校をうまく使っていたと思います。やらない

生徒は，通常の夏休みでも同じようにやらな

いと思います。それが，生徒の学力の差が開

いたことを縮めるために授業をするというの

は違うのではないかと思います。もちろん，

できなかった生徒に手を差し伸べて，底上げ

しなればならないとも思いますが，それは学

力の差を縮めるということではないと思いま

す。意欲的にやった生徒にとっては，塾もな

く，受験に使わない科目はあまり進めず，必

要な科目を進めることができました。塾がな

かったから，自力で進めなければと追い詰め

られたのかもしれません。それで，自立して

やるということが身についたかもしれないの

です。そうした生徒はいつもの夏休みより良

かったのではないでしょうか。しかし休校中

にできなかった生徒は，夏休み中の過ごし方

についての指導が必要だと思います。昨日も

生徒を一人呼んでそういう話をしました。上

が伸びてくれて，差がついたことは肯定的に

考えてもいいのではないかと思います。あと

は我々の対応次第ですね。

【D】2年生の段階で伸び悩んでいた生徒は，

今回をいい機会にしていました。与えられた

ものだけを取り組んだという生徒たちは，与

えられただけでは自分でできなかったので

伸びませんでした。課題だけで勉強をする

のはやはり無理だと思います。課題は最低限

のものであって，学校が再開したときに学校

が嫌にならないとか，授業についていけない

とか，そうならないための最低限の課題なの

に，それだけをやればいいんだと思っている

生徒たちが，結局苦しんでいました。私の学

校でも，調査をすると，もともと成績の振る

わない生徒は勉強時間が少なくて，恐ろしい

くらいできなくなっていました。その生徒に

とってプラスだったのは，夏休みが例年通り

行われても勉強しないということを学んだよ

うで，面談をするとやらなければならないこ

とが見えていると思いました。中途半端な生

徒の方が，ただ勉強頑張りますと答える程度

で，休校中に差がついてしまった生徒は，何

がいけなかったのか考えるいい機会になった

のではないかと思います。やらない生徒には

2つの形態があって，一つはモチベーション

が上がらない生徒。これに関しては，声掛け

が必要ではないかと思います。もう一つは，

やり方が分からない生徒。そうした生徒に頑

張れと声かけをしても駄目なので，例えば数

学の解き方は，問題集の解き方と教員の解き

方は違う場合があります。教員の作った解き

方では勉強できても，問題集の解き方では勉

強できない。そうしたときに解答の読み方な

どを教えたりすることが勉強のきっかけに

なるのかなと思います。あえて，印字されて

いるものを配って読み方を教えてあげる。問

題集の解答は，教員でもかけないくらいの解

答になっている場合があるので，その読み方

を教えてあげることが重要なのかなと思い

ます。

3 授業の進度について

【B】本校では，担当の先生によって差が出て

しまいました。若手の先生方は，内容ではな

く授業の進め方でどこを削ることができるか

を話し合っていました。板書している時間を

削るために，プロジェクターを使って進めて

いる先生もいます。書く時間が削減でき，説

明に集中できます。3年生は数研出版を使っ

ているので，Studyaidを使って，解答を見せ

ることができます。生徒が解答の誤ったとこ
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ろを修正する時間はとりますが，ただ解答を

写すだけの時間は削減できています。2ヶ月

半授業はありませんでしたが，進度の遅れは

1ヶ月程度まで回復しました。このペースで

いくと 10 月くらいには例年の進度に追いつ

くと思います。下位層で，ついていけなくな

る生徒もでてきています。上位層は全く問題

ないと思います。

【E】本校では，3年生 200人のうち理系は約

60人です。数学 IIIを受験で使う生徒はほぼ

0 人です。I+A，II+B を使う生徒は看護系

で，学校設定科目で復習する科目があるので

特に問題はないので，今年は進度を気にして

いません。毎年総復習と言っても終わらない

ので，気にしていません。数学 Bも選択なの

で，進路に影響はなく，シラバスを組み直し

ていません。休校期間は自分で勉強したもの

として，授業はそのまま進めています。

【F】本校では，3年の理系はシラバス通りで

す。5月までの分は自習で終わったものとし

て，極限から進めています。2年生の理系は，

4月からの授業で難しいところを省略して進

めています。数学 II は，不等式の証明を省

略しました。私は本当は，あまり省略せず，

全部触れてあげたいと思っています。難しい

問題を省略するのも良いのだけれども，それ

だと生徒に面白いところを見せることができ

なくなってしまいます。しかし，基本的な定

義は省略することはできません。ですから，

すごいスピードで進めて，時々難しい問題の

入口の所だけ説明するようにしています。

4 また休校になってしまったら

【C】本校では，休校が開けたらGoogle Class-

roomを使わなくなるだろうと考えていまし

たが，実際には休校が開けても結構使って

います。生徒とのコミュニケーションをとる

ツールとして，便利です。ICTの活用が，こ

の休校を通じて，きっかけになり進んで，先

生方に浸透しつつあります。

【F】Classiが県から配布され，初めて学習支

援ツールが入ってきました。それを使ってい

る先生はよく使っています。使わない先生は

全く使っていません。Classiについては，今

後の休校に備えて，夏休みの連絡に使うとい

うことになっていたのですが，急に入ってき

たのでどこの分掌で担当するかも不明確で，

今は若い先生方中心で対応してくれていま

す。自発的に使っているので，強制力もない

ですし，若い先生方は苦労しています。

【B】本校でも Classi を使って，課題のやり

とりをしたいと考えています。しかし，対面

でやりとりをすることも大切です。生徒の家

庭環境も様々な中で，顔を見て指導すること

は重要だと感じました。

【D】休校中うれしかったことは「不安はな

いですか」の質問にクラス全員から「不安は

ないです」と返ってきたことです。こまめに

連絡を取り続けることが大切だと感じまし

た。電話よりメールの方が，生徒のハードル

は低いと思います。コロナだろうが何だろ

うが，関係ないと思います。気を付けること

は，メールを送ったから，顔を合わせないと

か，教員が楽をするためのツールとして使っ

てしまうのは駄目だと思います。

本日ご参加いただいた先生方，ありがとう

ございました


